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資料3－8－1  

厚生労働省発食安第0823006号  

平成19 年 8 月 2 3 日  

薬事・食品衛生審嵩全   

会長 望月 正隆 殿   

厚生労働大臣  柳澤 伯  

諮 問 書  

食品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づき、下記の  

事項について、貴会の意見を求めます。  

記  

次に掲げる農薬の食品中の残留基準設定について  

フェンヘキサミド  
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資料3－8－2  

平成19年11月6日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 吉倉 廣 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 大野 泰雄  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成19年8月23日厚生労働省発食安第0823006号をもって諮問された、食  

品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくフェンヘキサミ  

ドに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、当部会で審議を行った  

結果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

フェンヘキサミド  

1．品目名：フェンヘキサミド（Fenhexamid）   

2．用途：殺菌剤   

ヒドロキシアニリド系殺菌剤である0作用機構としては、病菌の発芽管及び宿主侵   

入前の菌糸の伸長抑制であると考えられている。   

3・化学名‥〃」（2，3－ジクロロー4－ヒドロキシフェニル）■1－メチルシクロヘキ  

サンカルポキサミド  

4．構造式及び物性  

H
／
 

へ
㌔
 
 C

 
 

分子式 C14H17C12NO2  

分子量  302．3  

水溶解度 0．02g／L（20℃）  

分配係数log．。Po肝3・62（20℃、PH＝4）、3．50（20℃、pH＝7）、  

2・23（20℃、PH＝9）、3．52（20℃、非緩衝液）  

（メーカー提出資料より）  
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

となっているものについては、今回農薬取締法（昭和23年法律第82号）に  作物名   

基づく適用拡大申請がなされたものを示している。   

（1）50．0％フェンヘキサミド顆粒水和剤  

フェンヘキサミド  
適用  希釈  

使用液量   使用時期   
本剤の  

作物名  
病害虫名  倍数  

使用．    を含む農薬の  
使用回数   方法    総使用回数   

すもも   1500倍   

もも  灰星病  収穫前日まで   
200～700  

おうとう   2回以内   2回以内  
L／10a  

ぶどう   1000～  
収穫14日前まで   

かんきつ   1500倍  散布  

いんげんまめ  100～300  
灰色かび病  収穫7日前まで  3回以内  3回以内   

あずき   L／10a  

1500～  
匡≡∃  収穫21日前まで  2回以内  2回以内   

3000倍   L／10a  

（2）20．0％イミノクタジンアルべシル酸塩・30．0％フェンヘキサミド顆粒水和剤  
フェンヘキサミド  

適用  

作物名   病害虫名   希釈 倍数  使用液量   
使用時期   本剤の  

使用回数   

みかん   3回以内  
灰色かび病  

そうか病   
1000倍   収穫14日前まで   

2回以内   
（みかんを除く）   200～700  

2回以内   2回以内  
灰星病  L／10a  3回以内  

もも   ホモプシス腐敗病  （但し、休眠  

黒星病   期は1回）   

灰色かび病  

きゆうり   うどんこ病  散布  5回以内   
1500倍  

菌核病  
収穫前日まで  

灰色かび病  3回以内  
トラト  150～300  

葉かび病  3回以内  
L／10a  3回以内   

灰色かび病  

なす   すすかび病   

いちご   
灰色かび病  

2000倍  2回以内  7回以内   
うどんこ病  
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（3）20．0％フルジオキソニル・50．0％フェンヘキサミド顆粒水和剤  

適用  
フェンヘキサミド  

本剤の  

作物名   病害虫名   希釈 倍数  使用液量   使用時期  
使用回数   

を含む農薬の  

総使用回数   

菌核病  2000倍   
きゆうり  

150～300  3回以内  

なす  
L／10a   

トマト  4回以内  

2000～  収穫前日まで  3回以内  散南  3回以内  4回以内  
灰色かび病  

3000倍  （定植前は1  

たまねぎ  100～300  回以内、定  

L／10a  植後は3回  

以内）  

いちご  3回以内   

（4）25．0％プロシミドン・25．0％フェンヘキサミド顆粒水和剤  

フェンヘキサミド  
適用  

作物名   病害虫名   希釈 倍数  使用液量   使用時期   本剤の   使用    を含む農薬の  

使用回数   方法    総使用回数   

菌鱒病  
きゆうり  

灰色かび病   
1000～  150～300  

6回以内   

なす   1500倍  L／10a   
収穫前日まで  3回以内  散布  3回以内  

灰色かび病  トマト  

いちご   
3回以内  

6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物   

・フェンヘキサミド   

・2，3－ジクロロー4－（1－メチルシクロへキシルカルポニルアミノ）フェニル β  

－D一グルコシド（フェンヘキサミド配糖体）  

・2，3－ジクロロー4－［（1RS，2RS）－2－ヒドロキシー1－メチルシクロヘキ   

シルカルポニルアミノ］フェノール（代謝物Ⅴ）  

・2，3－ジクロロー4－［（1RS，2RS）－2－ヒドロキシー1－メチルシクロヘキ   

シルカルポニルアミノ］フェニル β－D－グルコシド（代謝物Ⅴ配糖体）  
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②分析法の概要  

・フェンヘキサミド   

試料を塩酸酸性下でアセトンで抽出し溶媒を減圧濃縮し、多孔性ケイソウ土カラ  

ム、フロリジルミニカラムで精製する。水酸化ナトリウム／ヨウ化メチルでメチル  

化した後、多孔性ケイソウ土カラム、アルミナミニカラムで精製し、ガスクロマト  

グラフ（NPD）で定量する。  

・代謝物Ⅴ   

試料をアセトンで抽出後、水屑をn－ヘキサン／酢酸エチル混液（90／10）で抽  

出し、アミノプロピルカラムで精製後、液体クロマトグラフ（ELCD）で定量す  

る。  

・フェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ配糖体   

試料をアセトンで抽出し溶媒を留去した後、水屑を硫酸酸性にする。この水屑を  

アキュボンドC18で精製後濃縮し、酢酸緩衝液（pH5）に溶解しセルラーゼを加  

えて加水分解する。加水分解物を多孔性ケイソウ土カラムで抽出し、アミノプロピ  

ルカラムで精製後、液体クロマ1トグラフ（ELCD）で定量する。  

＝… 
OH  

三三  
0－glu00Se  OH   

フェンヘキサミド配糖体  代謝物Ⅴ  

OH  

二
■
－
 
 

H
／
 
 

C
 
 

N
 
 

0－glucose   

代謝物Ⅴ配糖体   

定量限界 フェンヘキサミド：0．01～2ppm  

代謝物Ⅴ：0．01～0．04ppm  

フェンヘキサミド配糖体、代言射物Ⅴ配糖体：0．01～0．02ppm   

（2）作物残留試験結果   

（∋みかん  

みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，000  

倍希釈液を計3回散布（400L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量注1  

は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

フェ ンヘキサミド：0．12、0．10ppm  

フェンヘキサミド配糖体：〈0．01、く0．01ppm  

代  謝   物  Ⅴ：く0．01、く0．01ppm  

代 謝物 Ⅴ 配糖体：く0．01、く0．01ppm  

みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，000  
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倍希釈液を計3回散布（400L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量  

は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

フ ェ ンヘキサ ミド：10．6、12．6ppm   

フェンヘキサミド配糖体：0．02、く0．02ppm   

代  謝  物  Ⅴ：く0．04、0．12ppm   

代 謝物 Ⅴ 配 糖 体：く0．02、0．02ppm  

②夏みかん  

夏みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

1，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～42日の最大   

残留量は以下のとおりであった。  

フェンヘキサ ミド：0．06、0．11ppm  

フェンヘキサミド配糖体：く0．01、〈0．01ppm  

代  謝  物  Ⅴ：〈0．01、く0．01ppm  

代 謝物 Ⅴ 配糖 体：く0．01、く0．01ppm  

夏みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％顆粒水和剤の  

1，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～42日の最大   

残留量は以下のとおりであった。  

フ ェ ンヘキサ ミ ド：5．34、2．46ppm  

フェンヘキサミド配糖休：0．02、0．01ppm  

代  謝   物  Ⅴ：0．03、0．03ppm  

代 謝物 Ⅴ 配 糖 体：〈0．01、く0．01ppm   

夏みかん（果実全体注2）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水   

和剤の1，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～42日   

の最大残留量は以下のとおりであった。  

フ ェンヘキサ ミド：1．69、0．84ppm  

フェンヘキサミド配糖体、代謝■物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

③すだち  

すだち（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、50％顆粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計2回散布（250L／10a）したところ、散布後14～42日の最大残留量   

は以下のとおりであった。  

フェンヘキサ ミド：0．17ppm  

フェンヘキサミド配糖体、代書射物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

④かぼす  

かぼす（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、50％顆粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計2回散布（250L／10a）したところ、散布後14～42日の最大残留量   

は以下のとおりであった。  
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フェ ンヘキサ ミド：0．10ppm   

フェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施   

かぼす（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、50％額粒水和剤の1，000  

倍希釈液を計2回散布（250L／10a）したところ、散布後14～42日の最大残留量  

は以下のとおりであった。   

フエ ンヘキサミド：0．91ppm   

フェンヘキサミド配糖俸、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

（9もも  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％額粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は   

以下のとおりであった。  

フ ェ ンヘキサ ミ ド：0．21、0．10ppm  

フェンヘキサミド配糖体：0．02、0．02ppm  

代  謝  物   Ⅴ：く0．01、く0．01ppm  

代 謝物 Ⅴ 配糖体：く0．01、〈0．01ppm  

もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、50％頼粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は   

以下のとおりであった。  

フェ ンヘキサ ミ ド：18．3、7．90ppm  

フェンヘキサミド配糖体：1．20、0．51ppm  

代  謝  物   Ⅴ：0．14、0．02ppm  

代 謝物 Ⅴ 配 糖 体：0．17、0．01ppm  

⑥ぶどう   

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％額粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～42日の最大残留量   

は以下のとおりであった。  

フェンヘキサ ミ ド：7．48、11．6ppm  

フェンヘキサミド配糖体：0．01、0．02ppm  

代  謝  物  Ⅴ：0．32、0．72ppm  

代 謝物 Ⅴ 配 糖 体：0．08、0．24ppm   

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～42日の最大残留量   

は以下のとおりであった。  

フェ ンヘキサ ミ ド：7．77、4．42ppm  

フェンヘキサミド配糖体：0．02、0．04ppm  

代  謝  物  Ⅴ：0．18、0．23ppm  

代 謝物 Ⅴ 配 糖体：0．16、0．05ppm  
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ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～42日の最大残留量   

は以下のとおりであった。  

フェ ンヘキサ ミド：0．14、3．16ppm  

フェンヘキサミド配糖体：〈0．01、0．02ppm  

代  謝   物  Ⅴ：0．02、0．04ppm   

代謝物 Ⅴ 配糖体：0．02、0．24ppm   

⑦すもも  

すもも（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計2回散布（400L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は   

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

フェンヘキサ ミド：0．40、0．24ppm  

フェンヘキサミド配糖体、代謝■物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑧おうとう  

おうとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

1，000倍希釈液を計2回散布（500，400L／10a）したところ、散布後1～7日の最   

大残留量は以下のとおりであった。  

フェンヘキサ ミド：3．42、5．44ppm  

フェンヘキサミド配糖休、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑨いちご  

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計3回散布（150，200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていな   

い。  

フェ ンヘキサ ミ ド：1．08、1．79ppm  

フェンヘキサミド配糖休、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑲きゆうり  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

1，000倍希釈液を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残   

留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われてい   

ない。  

フェンヘキサ ミド：0．60、0．16ppm  

フェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑪なす  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，000  
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倍希釈液を計3回散布（200，250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留  

量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていな  

い。   

フェ ンヘキサ ミ ド：0．65、0．96pp江l   

フェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑫トマト  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，000   

倍希釈液を計3回散布（250，300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていな   

い。  

フェンヘキサ ミド：0．94、0．90ppm  

フェンヘキサミド配糖休、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑬たまねぎ   

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留革験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

1，000倍希釈液を計5回散布（200L／10よ）したところ、散布後1～7日の最大残  

留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われてい   

ない。  

フェ ンヘキサ ミ ド：く0．01、く0．01ppm  

フェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑭あずき  

あずき（乾燥子実）を用いた作物残留試験◆（2例）において、50％顆粒水和剤   

の1，000倍希釈液を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大   

残留量は以下のとおりであった。  

フェンヘキサ ミド：く0．01、く0．01ppm  

フェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑮いんげんまめ  

いんげんまめ（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒   

水和剤の1，000倍希釈液を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日   

の最大残留量は以下のとおりであった。  

フェ ンヘキサ ミド：0．01、く0．01ppm  

フェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施  

⑯ホップ  

ホップ（毯花）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の1，500  
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倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後21～42日の最大残留量  

は以下のとおりであった。   

フェ ンヘキサ ミド：74、48ppm   

フェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ及び代謝物Ⅴ配糖体：未実施   

これらの試験結果の概要については、別紙1－1、海外で実施された作物残留試験  

成績の結果の概要については、別紙1－2を参照。  

注1） 最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期  

間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、  

それぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2） 夏みかんの果実全体は果肉、果皮の重量比から算出されている。  

7．畜産動物における残留試験   

畜産動物への残留試験は実施されていないが、山羊における代謝試験が実施されて   

いる。   

山羊に対して14c標識したフェンヘキサミド133ppm（10mg／kg体重に相当）を3日   

間にわたり経口投与し、乳、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれるフェンヘキサミド   

含量を測定したところ、筋肉、脂肪、腎臓及び肝臓からそれぞれ0．007ppm、0．031ppm、   

0．687ppm、2．526ppm検出されたが、乳からは検出されなかった。   

上記の結果に関連して、JMPRでは、肉牛及び乳牛における最大理論的飼料由来   

負荷（MTDB）注）を最大0．12ppmと評価している。 また、米国では肉牛及び乳牛に   

おけるMTDBは0．22pptnと評価している。  

注）最大理論的飼料由来負荷（MaxinunlTheoreticalDietary Burden：MTDB）：飼料として  

用いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によ  

って畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。  

（参考：ResidueChemistryTbstGuidelmesOPPTS860．1480Meat／MilknoultryIEggs）  

8．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、平成  

17年8月3日付け厚生労働省発食安第0803001号及び同法第24条第2項の規定に基づ  

き、平成18年7月18日付け厚生労働省発食安第0718014号により食品安全委員会あて  

意見を求めたフェンヘキサミドに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価さ  

れている。  
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無毒性量：17．5mg／kg体重／day  

（動物種）  イヌ  

（投与方法）   混餌投与  

（試験の種類） 慢性毒性試験  

（期間）  1年間  

安全係数：100  

ADI：0．17mg／kg体重／day  

9．諸外国における状況   

2005年にJMPRにおける毒性評価が行われ、ADIが設定されている。国際基準は   

きゆうり、あんず、おうとう等に設定されている。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調  

査した結果、米国においてアーモンド、きゆうり等に、カナダにおいてあんず、ブラ   

ックベリー等に、オーストラリアにおいてぶどう、いちご等に、ニュージーランドに   

おいてぶどう、いちごに基準値が設定されている。  

10．基準値案  

（1）残留の規制対象  

フェンヘキサミド本体   

作物残留試験の一部の試験においてフェンヘキサミド配糖体、代謝物Ⅴ及び代謝物  

Ⅴ配糖体が分析されているが、いずれもフェンヘキサミドと比較して十分に低い値で  

あることから、規制対象としては含めないこととした。   

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、暴露評価対  

象物質としてフェンヘキサミドを設定している。  

（2）基準値案   

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値実の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のフェンヘキサミドが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基   

づき試算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大摂取量（TMDI））のAD   

Iに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下におこなった。  
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TMDI／ADI（％）注）   

国民平均   11．4   

幼小児（1～6歳）   23．9   

妊婦   8．5   

高齢者（65歳以上）   10，8   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品   

一般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今   

般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1－1）  

フェンヘキサミド作物残留試験一覧表  

試験個   
農作物  

場数   
試験条件  最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   【フェンヘキサミド／フェンヘキサミド配糖体／代軸物Ⅴ／代謝物Ⅴ配糖体】   

みかん   1000借散布   圃場Å：Oi12／く0．01／く0．01／く0．01（3回、14日）（＃）   

（果肉）  

2  50％顆粒水和剤  400L／10a  3回  14，21．28日            圃場B：0．10／く0．01／く0．．01／くひ．01（3回、14日）（＃）   
みかん   1000倍散布   圃場A：10．6／0．02／く0．04／く0．02（3回、14日）（＃）   

2  50％顆粒水和剤  400L／10a  3回  14，21，28日  
（果皮）  圃場B：12．6ソく0．Or／0．12◆●／0，02事（＊：3臥14日、＊＊：3臥21日）（＃）   

夏みかん   
2  50％顆粒水和剤   1000倍散布   呈回  421，28，41日  圃場A：0．06／〈0．01／く0．01／く0．01（2回、28日）   

（果肉）  300L／10a  421，28，42日  圃場B：0．11／く0．01／く0．01／く0．01（2回、42日）   

夏みかん   
2  50％顆粒水和剤   1000借散布   呈回  421，28，41日  圃場A：5．34●／0．02叫／0．03ソく0．01●（＊：2回、21日、＊＊：2回、28日）   

（果皮）  
300L／10a  421，28．42日  圃場8：2．46ソ0．01蜘／0．03叫／く0．01●■（＊：2臥42日、輌：2回、14日）   

夏みかん   
2  50％顆粒水和剤   1000倍散布   2回  4，21，28，41日  圃場A：1．69／－／－／－   

（果実全体）  300L／108  421，2乳42日  圃場B：0．84／－／－／－（2回、42日）   

すだち  
2  50％顆粒水和剤   

1000借散布  
250L／10a   

（果実）  

呈回  4，21．28，42日   
圃場A：0．17／－／－／－   

かばす  
2  50％顆粒水和剤   

1000借散布  

250L／10a   
（果実）  

呈回  421，28．42日   
圃場A：0．10／－／－／－   

かばす  
2  50％顆粒水和剤   

1000借散布 
250L／10a   

（果実）  

呈回  421，28，42日   
圃場A：0．91／－／－／－（2画、28日）   

もも   1000倍散布   圃場A：0．21／0．02／く0．01／く0．01（2回、7日）   

（果肉）  

2  50％顆粒水和剤  300L／10a  呈回  ム3，7，14日            圃場B：0．10ソ0．02●ソ〈OiOlソく0．01■（＊；2回、1日、＊＊：2回、7日）   
もも   1000倍散布   圃場A：18．3ソ1．20■■／0，14●■ソ0．17●●（＊：2回、1日、＊＊：2回、7日、＊＊＊：2臥14日）   

2  50％顆粒水和剤  300L／10a  
（果皮）  

呈回  ム3．7，14日  
圃場8：7．90ソOi51ソ0．02●ソ0．01岬（＊：2回、1日、＊＊：2回、7日）   

ぶどう   1000借散布   圃場A：7．48ソ0．01●ソ0，32ソ0．08●（＊：2回、42日、＊＊：2臥14日）   
2  50％顆粒水和剤  300L／10a  

（果実）  

呈回  4，21，28．42日  
圃場B：11．6ソ0．02●●／0．72●柚／0．24●＊（＊：2回、14日、＊＊：2臥28日、＊＊＊：2回、42日）   

ぶどう   1000借散布   
呈回  4，21，28．42日   

圃場Å：7．77ソ0．02†◆／0．18●■／0，16●●（＊：2回、42日、榊：2回、28日）   

（果実）  

2  50％顆粒水和剤  300L／10a  圃場B：4．42ソ0．04－ソ0．23…／0．05伽－（＊：2回、21日、＊＊：2回、14日、＊桝：2回、42日）   

ぶどう   1000借散布   圃場A：0．14／く0．01／0．02／0．02（2回、21日）   

（果実）  

2  50％顆粒水和剤  300L／10a  呈回  421．28，42日            圃瘍B：3．1¢／0，02ソ0．04●■／0．24●（＊：2臥21日、榊：2臥14日）   
すもも   1000倍散布   1．3．7，13日  圃場A：0．40／－／－／－（2回、3日）（＃）   

2  50％顆粒水和剤  2回  

（果実）  
400L／10a  1，3，7，14日  圃場8：0．24／－／－／－（2回、1日）（＃）   

おうとう   1000倍散布   圃場A：3．42／－／－／－（2回、1日）   

（果実）  

2  50％額粒水和剤  
500，400L／10a  

呈回  ム3，7日  
圃場B：5．44／－／－／－（2回、3日）  



農作物  試験個   
試験条件  最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   【フェンヘキサミド／フェンヘキサミド配糖体／代掛物Ⅴ／代謝物Ⅴ配糖体】   

いちご   1000倍散布   
3回  1，3，7日   

圃場A：1．08／－／－／－（3回、1日）（削   

（果実）  

2  50％顆粒水和剤  
150，200L／10a  圃場8：1．79／－／一／－（3回、1日）（＃）   

きゆうり   2  50％顆粒水和剤   1000倍散布   3回  1，3，7日   
圃場A：0．60／一／－／－（3回、1日）（＃）   

（果実）  
200L／10a  圃場B：0．16／－／′－／／－（3回、1日）（＃〉   

なす   1000倍散布   
3回  1．3．7日   

圃場A：0．65／－／－／一（3臥1日）（＃）   

（呆実）  

2  50％頼粒水和剤  
200．250L／10a  圃場B：0．96／－／－／－（3回、1日）（拝）   

トマト   1000借散布   
3回  1，3，7日   

圃場A：0．94／－／－／－（3回、1日）（＃）   

（果実）  

2  50％顆粒水和剤  
250，300L／10a  圃場B：0．90／－／－／－（3回、1日）（＃）   

たまねぎ   
2  50％顆粒水和剤   

1000倍散布   圃場A＝く0．01／－／－／－（3回、1日）（＃）   

（鱗茎）  
200L／10a  5回  1，3，7日  

圃場B：く0．01／－／－／－（3回、1日）（＃）   

あずき   
2  50％顆粒水和剤   

1000倍散布   圃場Å：〈0．01／－／－／－   

（乾燥子実）  
200L／10a  旦回  乙14．21日  

圃場8：く0．01／－／一／－   

いんげんまめ  2  50％顆粒水和剤   1000倍散布   圃場九：0．01／－／－／－   

（乾燥子実）  
200L／10a  呈回  乙14，21日  

圃場B：く0．01／－／－／－   

ホップ   1畠00倍散布   圃場A：74／－／－／－   

（毯花）  

2  50％頼粒水和剤  500，700L／10a  呈回  呈ム28，42日  
圃場B：48／－／－／一   

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書「フェンヘキサミド」に記載されている作物残留試廟成績は、各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関  
における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。   



（別紙1－2）  

フェンヘキサミド海外作物残留試験一覧表  

試験  
農作物  圃場   

試験条件  
剤型   使用上・使用方法  回数  経過日数   

最大残留量（ppm）  

レタス   2  50％顆粒水和剤  750gai／ha散布  呈回  も7日 6 
乱，9日   

旦7日  
リーフレタス  2  50％顆粒水和剤  750gai／ha散布  呈回   旦7，10日   

島6日  

＆7日  
レタス   4  50％顆粒水和剤  750gai／ha散布  呈回  

旦7，10日   
農場C：6．4（2回、7日）  

圃場D：21   

144日  電場A：〈0．02（4回、144日）  

圃場8：く仇02（4回、148日）  

アーモンド   5  50％顆粒水和剤  82い850gai／ha散布  皇回      圃場C：く0．02（4回、142日）  

圃場D：〈0．02（4回、173日）  

臨場E：く0．02（4回、148日）  

（＃）これらの作物残留試験は、作物残留試験が実施された国の使用方法の範囲内で試験が行われていない  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  
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（別紙2）  フェンヘキサミド   農薬名  



（別紙2）  農薬名  フェンヘキサミド   

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  現行  基準値  
PPm   PPm  Ppm   PPm  

ホップ   100  
長   10．6（軌12．6（＃）（みかんの  

その他のスパイス   
20    早  果皮）   

その他のハープ   彗   30．0  アメリカ  

牛の筋肉  0．05  

豚の筋肉  0．05  
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉  0．05  
牛の脂肪  0．05  僅  簸  0．05  0．05  オースト列ア  
豚の脂肪   ｛ 蕎  0．05  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   l 転  0．05  0．05  
牛の肝臓   ⊥野  2  

豚の肝臓   劫 r貪 ∧麦  2  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   斉  2  

牛の腎臓   十    誕 ト  2  

豚の腎臓   貧  2  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   雪  2  

牛の食用部分   ．ン   2  

豚の食用部分   痘  2  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部   0，05       登  2  

乳   0．01    璽  瞥      覇  0．01  0．01  オーストラリア  

干しぶどう   25  25  20雲オースト列ア  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
【】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成績を示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
（＄）これらの作物残留試験は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、最大残留値を基準値策定の根拠とした。  
牛の筋肉、豚の筋肉及びその他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉についてはそれぞれの脂肪に基づき設定した。  
（※）キウイーの国際基準及び米国のなしの基準については、ポストハーベスト使用のみの作物残留試験に基づく基準設定が  
なされているため、基準値実の設定に際しては参考としないこととした。  
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